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1971年の出版工作座談会について
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[抄録〕
1971年に開催された出版工作座談会では実務重視派とイデオロギー重視派の対立が
あった。そのため座談会では一方で出版の多様化が述べられながら、もう一方で「ふ
たつの評価」によって建国以来の出版界が否定されイデオロギー重視も誕われている。
文化大革命の段階区分として、出版の分野では実務を重視する必要性が強調されは
じめる1971年を分岐点とするのが合理的である。出版座談会は実務的会議の象徴的存
在である。この出版座談会によって出版の多様化への道がひらかれたし、これを機に、
批判材料という名目であれさまざまな外国文学作品等が内部発行として出版された。
内部発行の翻訳書は鎖国的状況下で外国の社会や文学や思想などの動向を知る手段の
ひとつとなった。
キーワード全国教育工作会議、内部発行、『摘訳』
1.はじめに
1971年3月15日から7月22日にかけて全国出版工作座談会(出版座談会)が開催された。座
談会と称したのは、会議を招集する権限を持った組織がまだ再建されておらず、参加者が対等
の資格で自由に意見を述べあうというたてまえを強調せざるを得なかったためであると思われ
る。実質的には今後の方針を決定する会議であった。
出版座談会は当初2週間程度の開催予定であったが、結局138日にも及ぶものとなった。こ
れは異例のことであるロこの出版座談会の報告である「出版工作座談会に関する報告」は、 7
月22日に国務院から毛沢東と中共中央に上げられ、中共中央政治局の会議で討論され毛沢東の
同意を得たのち、中共中央は8月13日に [1971年]43号中共中央文書として全国に通達した(1)。
この出版座談会に対する文化大革命(文革)後の評価は、あまり明確とは言えない。
中国共産党の公的見解が反映されている『中国共産党編年史』は、この出版座談会によって、
rT文化大草命」以来図書の出版がどれも同じようなものばかりできぴれており青少年や幹部、
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大衆が読むべき本が無いという局面がこれ以後転換しはじめたJ(2)と述べている。
一方、具体的に出版の実務に関わる出版界での評価は微妙に異なる。宋木文 (3)は「出版工
作座談会に関する報告」について「毛主席や周総理の出版活動回復に関する重要な指示の精神
を反映しており、文草の中後期の出版活動の回復に積極的役割を果たしたが、総合的に言えば
やはり「文草」の誤った路線の産物である」ωとしている。また、出版座談会そのものについ
ても出版座談会の報告書が公表されていないこともあって詳細な内容がよく判っていない。
本稿は、主として当事者の回想録と関連資料によってこの出版座談会開催の背景や出版座談
会の内容及ぴその後に与えた影響(引を考察しようとするものである。
2.出版座談会開催の背景
出版座談会はなぜ1971年に開催されたのか、あるいは開催が可能になったのか。この点を中
心にその前後の1970年から1972年の中国政治状況を概観してみよう。その資料として主として
次の3点を利用する。
A 高皐、厳家其 r文化大革命」十年史』天津人民出版社、 1986年9月第l版 (6)
B 席宣、金春明 r文化大草命」簡史』中共党史出版社、 1996年7月第1版 (7)
c.胡鞍鋼 『毛沢東与文革j香港、大風出版社、 2棚年1月第l版 (8)
Aは1986年という早い段階での文革研究書である。文章時期の公開出版物や紅衛兵によるピ
ラ、パンフレットなどの出版物のほか文革後の資料や回想録を用いて、政治的にかなり自由な
見解を述べている。執筆者の高皐 (1942. )と厳家其 (1942. )は1989年「六四」以後海
外に移っている。 Bの席宣(1926. )は中共党史研究室研究員であった。金春明(1932. ) 
は本書執筆時は中共党校教授である。中共党史出版社から発行されているという点から見ても
l卯6年段階での党の公式見解であると考えられる。 Cは文革終結宣言から30年以上経過した段
階での文草評価をその中心人物である毛沢東を軸に詳述したものである。執筆者の胡鞍鋼はイ
エール大学留学の経歴を持ち、執筆時、中国科学院一清華大学園情研究センター主任である。
これら3点を参照利用するのは、それぞれの立場や時期の異なるものを用いて、当時の背景
の客観的事実にできるだけ近づきたいと思うからである。
文草によって政府部門は正常に機能せず混乱が続いていた。中共九全大会 (1969年4月)
以後、党の再建問題はすでに解決したとみなした毛沢東は方向を転じて政府の再建を重点に置
いた。
方針は会議で決定される。ふつう会議の目的は問題を討論し意見を集約し目標を明確にする
ことである。ではどのような会議が開催されたのだろうか。中国共産党と国務院を軸にそれぞ
れの関連会議開催を通して何が問題であったのか考えてみる。
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(1)毛沢東と共産党関係の会鵠
まず毛沢東と共産党関係の会議を見てみよう。党内闘争と国家の対外戦略が関連してくるの
でその後の重要な政治変化にも触れることにする。
1970年3月8日、毛沢東は党中央に対し、第4期全国人民代表大会(全人代)の招集と憲法
改正に対する意見を提出すると同時に、国家の組織の改変及び国家主席を設けないことを提案
した。 3月17日から20日にかけて、党中央は北京で工作会議を闘いて、第4期全人代の開催と
憲法改正の問題を討議した (9)。
8月23日から9月6日まで、鹿山で中共九期二中全会が開催された。主たる議題は、(一滴法
改正について、口国民経済計画について、日戦争に備えるということについての3項目であっ
た。この時、中国の政治の舞台では新たな重大な闘争が繰り広げられており、この会議は団結
勝利の大会とはならず、分裂失敗の全会となってしまった。
8月31日、毛沢東は「私のいくらかの意見」によって陳伯遣を批判した刷。 9月6日の閉
会式で毛沢東は、マルクス・レーニンの著作を読みそれ以外に内外の哲学史を読まなければな
らない、と述べた (11)。これも陳伯達の言説に対する批判である。陳伯達は林彪の意向を汲ん
でいたとされる。毛沢東と林彪の聞の矛盾がこれ以後激化していく。全会はコミュニケで「毛
主席を第ーとし、林田j主席を第二とする党中央の指導のもとに団結して更に大きな勝利を勝ち
取ろう」と呼びかけたが、実際には激しい闘争があったのである。
陳伯達の失脚により中共中央政治局常務委員は毛沢束、林彪、周恩来、康生の4人になった。
11月6目、中共中央政治局の指導のもとに中央組織宣伝組が設立される。組長に康生が就任
し、江育、張春橋、挑文元、紀登套、李徳生が構成員となった。イデオロギー重視の布陣であ
る。このうち、李徳生は1971年1月に新設の中共安徽省委員会第一書記となり、また紀登査も
1971年3月に同じく新設の中共河甫省委員会書記に転出した。康生は病気がちで、中央組織宣
伝組は実質的には江育、張春橋、挑文元が中心になっていく。
中央組織宣伝組の役割は中央組織部、中央党枝、人民日報社、紅旗雑誌社、新華社総社、中
央放送事業局、光明日報社、中央編訳局の仕事を管轄することであり、さらに労働組合平共産
主義青年団や婦女連合会の中央一級機構とそれらの五七幹部学校も管轄した。旧中央宣伝部と
政治研究室はいずれも取消され、旧中央弁公庁が両者の五七幹部学校の業務を担当した。
11月6日、中共中央は九期二中全会閉会時の毛沢東の意見に従って、「高級幹部の学習問題
に関する通知」を公布し、マルクス、エンゲルス、レーニンの6冊の著作と毛沢東の5篇の著
作の学習を求めた。これは文草開始後の『毛主席語録』だけの学習からは大きく異なるもので、
明らかに『毛主席語録』の学習一辺倒の林彪を批判するものである。
12月18日、毛沢東はエドガー・スノーと会見した。ニクソン訪中の打診に毛沢東は賛意を示
している。この会見を要約した「アメリカの友好人士エドガー・スノーと毛主席の談話紀要J
は、 1971年5月31日、中共中央によって党の基層支部に配布し口頭で全党員に伝達することが
-125ー
1971年の出版工作座談会について(辻田正雄)
求められた回。ニクソン訪中のための地ならしである。林彪はこの談話に大変反感を持った
という (310
1971年1月26日、中共中央は「反党分子陳伯達の罪状資料」を伝達した。陳伯達批判を進め
るためである。 4月15日から29日まで、中共中央は北京で陳伯達批判整風報告会を開催する。
中央、地方及び軍隊の責任者99人が参加したが、その他に、同時に開催されていた軍事委員会
座談会の出席者の143人も参加した。この報告会は陳伯達を借りて林彪を批判するもので、林
彪グループの軍人たちが自己批判した。毛沢東と林彪の対立がますます激化していくことにな
る。そして1971年9月13日の林彪事件へと続くのであるロ
林彪事件の後党中央はまた分裂した。 21名いた中央政治局委員は相次ぐ失脚で7名に減少し
た。そして中共中央は次の3グル」プに分かれることになる。
①江青グループ(文草死守派) 紅育、康生、張春橋、挑文元、謝富治(1972年死去)。
②周思来グループ(穏健派) 周思来、李先念、葉剣英、許世友ロその他に朱徳、董必武、
劉伯承もこのグループであるが病気等のためあまり中心的役割を果たしていない。
③文草受益派陳錫聯、李徳生、紀登套、在東興。
このうち③のグループは党内での影響力はそれほど大きくなく、中央政治局では少数派であっ
た凶。①のグループはイデオロギーを重視することによって、②のグループは実務を重視す
ることによって自らの基盤を強化しようとする。
またこの時期の国際情勢に関わる重大な事項を記しておくと、 1971年7月9日から11日にか
けて、周恩来とキッシンジャー(アメリカ大統領補佐官)の秘密会談が行なわれ、 7月16日に
公舎が発表された。 10月25日の国連総会で中華人民共和国は台湾の政府に代わって代表権を回
復し固際社会に復帰することになる。そして1972年2月21日から27日までニクソン大統領が中
国を訪問し共同声明に調印する。 9月25日には田中角栄首相が訪中し日中国交正常化が実現す
る。この時期の中国共産党内部での権力闘争は対外路線をめぐる対立であったことがうかがえ
る。
また、各地の党委員会について言うと、 1970年10月28目、中共中央は「地方の各級党代表大
会を開催することに関する通知」を公布した。 1971年の建党五十周年の前に各地の党委員会を
設立するよう求めた。まず中共湖南省委員会が正式に成立した。 1970年11月24日から12月4日
に党大会を開催し新しい第一書記、書記、国j書記を選出したのである。その後も各地に新しい
省委員会が正式に成立する。 1971年5月末までには24の省(市・区)委員会が、 1971年8月19
日に29番目の新しい省委員会が成立した倒。
以上見てきたように、この時期に毛沢東と林彪の対立が激化していくなかでイデオロギ」重
視派が発言権を増していく。一方で政治機構は整備されていき秩序回復が進められる。
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(2)国務院関係の会鴫
国務院は秩序回復へきまざまな工作会議を開催して具体的業務の方向性を打ち出そうとする。
1970年以後の主な会議を列記してみよう。
全国計画工作会議 (1970年2月15日-3月21日)。これは1971年度国民経済発展計画を策定
するための会議である。
北方地区農業会議 (8月25日-10月5日)。
全国公安会議 02月11日ー 1971年2月11日)。
全国計画会議 02月16日 1971年2月19日)。
全国高等学校調整問題座談会(1971年1月21日 -22日)。この座談会で出された意見を調整し、
4月から開催された全国教育工作会議で討論された。
全国綿花・泊料・糖料生産会議 (3月3日-30日)この会議で大立など一部油糧、油脂、砂
糖類の買付価格の引上げを決定した。価格の引上げによる増産を期待したものと思われるロ物
質的刺激は資本主義であると批判した方針の緩和といえよう。
全国出版工作座談会 (3月15日ー 7月22日)。
全国教育工作会議 (4月15日ー 7月31日)。
全国冶金鉱山工作会議 (5月26日 7月初)。
全国外事工作会議 (5月27日 ?)。
全国農業機械化会議 (8月16日-9月15日)。
これ以外にも、スポーツ、老人病、一人っ子等具体的テーマ別に多くの会議が開催されている。
以上の会議について、党の会議がイデオロギー重視で国務院の会議が実務重視であると単純
に区分することはできない。党関係の会議のおいても国務院関係の会議においてもそれぞれイ
デオロギ」重視派と実務重視派の対立がある。
1970年8月から開催された北方地区農業会議を例にとりあげてみよう。北方地区農業会議で
大泰の見学が会議の前に設定されたように「農業は大泰に学べ」というスローガンもイデオロ
ギー重視派から多用される。この会議の会期中である9月23日に『人民日報』は「農業は大築
に学べ」と題する社説を発表し、政治第一、階級闘争重視を強調した。この会議に対する側
面からの攻勢であると考えられる。それに対して反対の論調も別のところで発表されている。
1971年2月14日に『全国計画会議総合筒報』第3期は「当面の農業は大秦に学べ運動のなかの
いくらかの問題」で「農業は大泰に学べ」運動のなかでの左翼的偏向を批判する。
このように農業会議という具体的実務と直結する会議においても、いやそうだからこそイデ
オロギー重視派と現実主義的実務重視派との激しい論争が行なわれていたのである。
出版界はどうであったのだろうか。
出版界は文草で厳しい批判の対象となったひとつであり、出版社も文草開始とともに活動を
停止したり業務を縮小させていた刷。
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文草以前には全国に出版社は87社、人員10，149人、そのうち編集者は4，570人がいたが、 1970
年末には出版社は53社、人員4，694人、そのうち編集者は1，355人に減少していた問。
1970年頃から多くの部門で活動再開に向けて動き出すが、出版社をはじめ出版全般を統括す
る国家の機構も業務回復のために組織を立て直していくロ関係部門、関係者によって新たに編
成された機構として国務院出版口が1970年5月23日に成立した。社会が混乱から秩序回復に向
かうにつれて、出版口の下に事務チ」ム、政治工作チ」ム、業務チ」ムが設けられ出版業務を
担当する倒。 1970年9月14日、周，恩来は出版ロ指導小組のメンパーに、出版計画を策定し図
書出版業務を回復するようにと述べた (19)0 1971年1月22日、出版目指導小組は周恩来に1971
年出版計画報告を提出した。この報告は1，2∞字にも満たないものであった。 2月1日周恩来
は国務院業務組の会議の後、出版目指導小組の責任者を呼び出版工作問題について報告書の不
十分きを指摘し、座談会の開催を提案した。なぜ会議ではなく座談会なのだろうか。文革前で
あれば、中央宣伝部や文化部が会議を招集することになったと思われる。だが文草によって、
出版方針や政策の監督責任者である中央宣伝部も出版行政、管理事務の監督責任者である文化
部は麻痔状態に陥り、この時期に設置されていた文化組や科学教育組は出版行政に関与してい
なかったからである。そこで周思来は国務院弁公室主任の呉慶形 (1924- )を出版座談会の
準備工作の責任者に任命した倒。かくて呉慶形を責任者として出版座談会が開催される。
3.出版座談会と全国教育工作会髄
出版座談会開催直前の1971年2月に出版口は中央一級レベルの12の出版社代表を招集して3
度座談会を聞いている。出版社の指導部や編集者などから現場の考え方など実情を知るためで
ある。現場の多くは次のような状況であった。まず、政治的誤りを犯すことを恐れ、出版内容
も無難で数量も少なくするようにしていたこと。ある編集者は政策方針をどう判断してよいの
か判らないためどんな本を出版すべきなのか判断に困っていた。次に、第4期全人代開催まで
待とうということロ全人代開催によって体制が整えばちゃんと仕事ができるのでそれまで様子
見でいこうとしていた。結局のところ、具体的な指示や計画が示されていないからとりあえず
現状維持で出版に消極的ということであった。
2月27目、周恩来自らが署名し、国務院は各省、市、自治区草命委員会に至急電報を打ち、
国務院の委託を受けて出版目指導小組が3月15日に北京で全国出版工作座談会を開催するとい
うことを通知した。
3月15日、全国的規模の出版工作座談会が北京の国務院第一招待所で開催された刷。この
座談会に参加した各方面の代表は総計126人であった。その内訳は、全国的規模の国家級出版
部門の代表85人、中央と国務院の関係部門の代表19人、北京大学、清華大学、復旦大学のほか
小学校、中学高校の教員 学生代表7人、その他労働者、農民、兵士の代表15人でこのなかに
-128ー
働教大学文学部論集第94号(却10年3月)
は下放した知識青年や解放軍の兵士が含まれていた。
出版座談会の会議指導小組は呉慶形が組長、王済生(国務院出版目指導小組組長)が副組長
に任ぜられた。小組のメンバーは国務院弁公室、文化組、科学教育組、出版口、中央党校それ
ぞれの代表と会議の7チーム(組)の組長からなる17人で構成され、この座談会全体の会議の
進行を指導した。この17人のうち軍代表は11人、労働者毛沢東思想宣伝隊1人、草命的幹部5
人であった。
会議が開かれて3月16日から、まず毛沢東の評語の学習が行なわれた。マルクス、レーニン
の著作を読まなければならないとする1970年8月の「私のいくらかの意見」など、毛沢東の評
語の学習である。そして3月25日からマルクス、レーニン、スターリンと毛沢東の出版工作に
関する論述の学習が進められた。実際には陳伯達批判が行なわれたと思われる。政治状況と関
連させたイデオロギー重視で進められたのであろう。
変化が生じるのは周思来の接見以後であるロ 4月7日、周思来は全国旅遊工作会議と対外援
助工作会議の代表との接見に際し、出版会議指導小組のメンバーも同席させ、そのなかで文草
中のイギリス駐華代理事務所襲撃事件や外交部の奪権などの一連の極左的行動は大国シヨ」ピ
ニズム、盲目的担防本主義であるとして批判した。 4月9目、出版座談会は周恩来の講話を伝達
し、 1週間にわたって集中的に極左思潮を批判した。周思来はまた、 4月12日深夜1時から早
朝5時過ぎまで出版工作座談会指導小組のメンパーや文書起草小組及ぴ実務関係者に接見した。
文書起草小組は王維澄(国務院弁公室)、斉速(人民出版社)、汝暁鐘(商務印書館)、張恵卿(人
民出版社)の4人から成り王維澄が組長であった。この接見で周恩来は次のように述べた。
「出版関係の諸君は、もっと歴史の本を出す必要があるロ・・・・諸君の出版計画には、歴史の
本がはいっているのだろうか。いま、本屋には、中国の歴史の本も外国の歴史の本も置いてい
ない。歴史の本や地理の本を出版しないのは、大きな欠点である」倒。
この周思来の講話は出版実務関係者に対する叱略激励であり、出版にお墨付を与えるもので
あったと言える。
また、 5月30日と31日の外事工作会議での講話も伝達され凶、この一連の極左思潮に対す
る批判によってこれ以後出版座談会の極左的傾向が変化することになる。
しかし激論は続いたのであろう。会議中に複数回『出版工作座談会筒報』が出されている。
これは多様な意見を議事録としてそのまま記し、出版目指導小組は判断を中共中央政治局の指
導に求めたのであろうロ
出版座談会は7月22日に閉会し「出版工作座談会に関する報告J(1出版報告J)がまとめら
れた。「出版報告」は次のように述べた刷。
「会議はプロレタリア文化大革命の偉大な勝利を大いに誇り、当面の出版戦線の情勢を分析
し、経験を交流し、若干の政策問題を研究し、今後3年内の全国出版図書選定、出版計画と第
4次5カ年計画期間中の出版工作構想について討議した。」
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「会期中に、出版口指導小組の『二十四史及び清史稿の整理出版に関する請願報告』に毛主
席が自ら指示同意きれたことに、会議参加者は大いに鼓舞され教えられた。」
そして具体的内容は次の4つの部分から成っている。
H 当面の出版戦線の情勢
5年来43種類の文字によって42億冊以上の毛沢東著作を出版した。そのうちにはお種の文字
による外国語版1億2千万冊が含まれる。『毛主席語録』は10億5千万冊(内、外国語版は1，71∞
万冊)出版した。現在の問題は、出版工作が情勢の発展に対応していないことである。つまり、
マルクス主義学習のために参考書が不足しており、青少年向き読物、文学芸術、科学技術、経
済、歴史、地理、国際知識の一般書や参考書が不十分であるということである。各方面の力を
結集して努力して執筆、出版し、出版工作に空前の繁栄という新しい局面を生み出さなければ
ならない。
口ふたつの階級、ごつの路線の闘争に力を入れること。
プロレタリア階級の政治に奉仕し、労働者、農民、兵士に奉仕し、社会主義に奉仕するとい
う方針を堅持し、「百花斉放、百家争鳴」、「昔のものを現在に役立て、外国のものを中国に役
立て」、「古いものを整理してその精華をとって文化遺産を継承する」という方針を堅持しなけ
ればならない。
日全面的計画によって図書出版工作を積極的に行なうこと。
図書出版計画、少数民族語文版図書、外国語図書・刊行物、書評の充実化、出版管理、審査権限、
書籍価格の引き下げ、原稿料、中国語図書輸出、図書館閲覧再開等々の問題について、いずれ
も明確な規定を定めたロ
文草以前に出版された一般図書については、分析的態度をとり史的唯物論の観点で問題を見
るべきであって、すべてを否定してはならず、軽々に処理することを防止しなければならない。
あるものについては公開発行してよいし、作者に修正してもらって再版してもよいし、あるい
は内部発行として出版してもよい。発行できないものについても批判用として保存し、原則と
して破棄しではならない。
側党の指導を強化し、政治建設の道を歩むこと。
出版部門は知識分子が大量に集まっているところである。以前からの人員に対し分析を加え
ずにこれらの人材を登用しないとか、あるいは使用するだけで思想改造教育を軽視するという
のは、いずれも誤りである。
これ以外に「出版報告」には「ふたつの評価」が書き込まれている。多分前書き部分に書か
れたと思われるが、これは周思来が反対したものの張春橋と挑文元が書き加えたとされる。「ふ
たつの評価」とは後述するように、建国以来の出版界はプJレジョア階級が独裁を行なってきた、
そして文草前からの人員はプルジョア階級の知識分子であるという評価で、建国以来の出版事
業を否定するものであった。これは文革以前からの人材登用に制約を加える根拠となるもので
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あった。
「ふたつの評価」は出版座談会とほぼ同時に平行して開催された全国教育工作会議(教育工
作会議)で提起された。教育工作会議は大学の学生募集再開に対応するために準備されたもの
である。文草の指導理念を貰徹させるために開催されたとされる。
教育工作会議は毛沢東の批准を経て、 1971年4月15日から 7月31日まで北京で開催きれた。
会議に参加したのは、各行政区、国務院関係部局・委員会、軍事委員会各総部、軍の教育関係
者及び198ヵ所の高等教育機関からの代表で総計百31人であった。だが、会議に出席したこの
臼l人の代表のうち、文草以前に教育に携わるか多少なりとも関係する業務に従事したことの
あるものは3分のlしかいなかった。もとの高等教育部局や教育部からはひとりも参加してい
ない師、
教育工作会議の内容は「全国教育工作会議紀要J(1教育紀要J)C剖にまとめられている。「教
育紀要」は、 7月27日、当時国務院科学教育組指導小組のメンパーであった遅群が中心となっ
て起草し、中共中央政治局委員の張春橋と挑文元が定稿を作成した問。張春橋と銚文元は当
時中共中央で宣伝及ぴ文教関係の責任者であった。
「教育紀要」は建国以来の教育について次のような評価を下す。ひとつは、建国以来17年間、
毛主席のプロレタリア教育路線は基本的に貰徴されず、教育事業はプJレジョア階級がプロレタ
リア階級に対して独裁を行なってきたという断罪である。いまひとつは、文草前からの教師大
多数の世界観は基本的にブルジョア階級のもので、かれらはプルジョア階級の知識分子である
というものである。いわゆる「ふたつの評価」である。そして「毛主席のプロレタリア教育路線、
方針、政策をさらに貫徹させるために」力を入れるべき項目を掲げる。その主な内容は次の通
りである。(→プロレタリア教育草命を実現するために労働者階級の指導が必要であることロ口
毛沢東の「五・七指示」を堅持すること。つまりプロレタリア階級の政治を突出させ政治によっ
て業務を統率し、学生の思想変革を第一に置くこと。白プルジョア階級を批判すること。同教
育改草の問題は主として教員問題であるから、労農兵教師と草命的技術員ともとからの教師に
よる三結合教師隊列のうち労農兵教師が中核であることロ国労農兵学生は教育草命の主力であ
るから、かれらを大学へ進ませ、大学を管理させ、かれらに大学を改造させなければならない
こと。その他、教材改革、高等教育機関の統合、学制の短縮等々計十項目にわたって方針が述
べられている。「ふたつの評価」に基づくイデオロギー重視の内容である。この「教育紀要」
は8月13日、中共中央によって批准された回。
このように出版座談会は同時に開催されていた教育工作会議によってかなり制約を受けるこ
とになったと思われる。それゆえ「出版報告」には実務的内容とともにイデオロギー重視の文
言も盛り込まれた。
出版座談会の内容は最終的には「出版工作座談会に関する報告」として1971年7月22日に毛
沢東と中共中央に上げられ毛沢東の同意を経て8月13日に中共中央口971J43号文書として通
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達された。
4. 出版座援会開催の背景
「出版報告jは両論併記的なものとなっていたため、出版座談会以後実務重視派とイデオロ
ギ」重視派との聞でせめぎ合いが続くことになる。そして両者が毛沢東の権威をさまざまな機
会に利用してそれぞれ自分たちの方針を貫徹しようとする。これは出版以外の分野でも同様で
あったと思われるが、出版に関わる分野では実務重視派がこれ以後着実に秩序回復を進めてい
く。
まず図書館の利用について制限が緩和きれる。 1971年10月、北京図書館は「出版報告」に基
づいて、「解放後」から「プロレタリア文化大革命前に出版された中国語社会科学系図書1万
点近く (15分類項目)Jの閲覧を認めた(制。
次に出版社について、辞書や古典の出版の中心的存在であった商務印書館と中華書局を見て
みよう。商務印書館は文革初期に一時「東方紅出版社」に名称変更されたことがある。詳細は
不明であるが、 1966年にロシア語版『毛主席語録』を、 1967年に英語中国語対照本『毛主席語
録lを出版している。 1968年に人民解放軍毛沢東思想宣伝隊及び労働者毛沢東思想宣伝隊が進
駐した。そして1969年にはすべての幹部が湖北省成寧の文化部五七幹部学校に移り、商務印書
館翠徴路事務棟とすべての宿舎は北京市に引き渡きれた。業務は当然停止したのである。 1971
年、商務印書館は中華書局と合併して復活し、王府井大街の業務棟に移った。何月かは不明で
あるが多分「出版報告」の直後であろう倒。
中華書局は文草中一時造反派によって「人民文化出版社」に名称変更されたことがあるロ古
典籍の整理由版に従事していたスタッ 7は厳しい批判を受けた則。 1966年から1970年にかけ
て出版業務は全面的に停止し、 1971年に商務印書館と合併する形で活動を再開した刷。
その他人民出版社をはじめ中央直属の主な出版社の人員数は文草前と比較して1970年には大
幅に減少している倒。「出版報告」の後、多くの人員が五七幹部学校から復帰するが出版社の
総人数や編集者数はすぐには文草前の規模にまで戻らなかったであろう。規模についてこの時
期の例外は外文出版社のみである。 1970年の人員数が増えている。これは文革の対外宣伝とい
う目的から重視されたことによるのかもしれない。
外文出版社は1952年新聞総署国際新開局が改組され外交部の所管となった。それ以後、外文
出版関係の上級指導機関は何度も変動している。 1963年、国務院は外文出版発行事業局を設置
し外文出版に関する指導にあたった。 1967年1月、外文出版社内に毛沢東選集翻訳室が成立し
その下に17の外国語文組が設置された。文革中は外文出版発行局(外文出版発行事業局の改称
か略称かは不明)の指導下にあったが、この局は中共対外連絡部の所管であった(却。これら
の事情によって文草中の外文出版社が少し特殊なのかもしれない。
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次に張春橋らの拠点と言われた上海人民出版社についてみてみよう。上海の出版機構は文草
中1969年8月に上海市出版革命組が設立されていた闘が、これが1970年10月l日に上海人民
出版社に改称された。これは張春橋の指示によるものだと言われている。上海市委員会の指導
下にあった。実質的には張春橋と挑文元以外は権限がなかったという(制ロ出版座談会以前に
上海では出版体制はかなり整備されていたと考えられる。張春橋らにとっては他の出版社の活
動再開は自分たちの活動範囲の縮小につながる可能性もあったのかもしれない。
出版社が徐々に体制jを建て直すにつれ、出版物も徐々に多様化していく o
「出版報告」で述べられているように文草開始後大量の毛沢東著作が出版されたロところが
1970年3月末の調査でこれらが大量の在庫となっていることが判明した。その大部分は県レベ
ルの新華書唐や人民公社の販売所などの基層に在庫きれていた刷。
出版座談会で報告されてから、毛沢東著作の増刷は制限が加えられることになる。また1970
年の出版口の任務は草命模範劇関係の出版に力を入れることであったが、これも「出版報告J
以後変化していく。それ以外の多様な出版が行なわれることになる。
マルクス主義の著作については、 1971ー 72年の2年間に全国で1億7，300万冊発行された。
また「出版報告」後に林彪事件が起こったが、幹部の学習の必要に応じるために人民出版社は
1972年5月に『マルクス・エンゲルス選集J(4巻本)を、同年10月に『レーニン選集J(4巻
本)を出版した。これらの選集の発行部数はともに1∞万セットを超えた。当時、各国家機関
や事業体では出動後1時間ほどの時聞をマルクス、レ」ニンの著作の学習に充てていた酬。
中国古典の出版準備も進められた。二十四史の校訂は1971年5月に正式に再開された。文革
前にこの作業を中華書局が中心になって進めていたが、白寿葬(1909-2α)())が組長に、越守
徹 (1926-1鈎4)と呉樹平(1942-)が副組長となって再開したのである。当時中華書局はこれ
以外の業務はなかった倒。
『水瀞』などの古典も再版される。 『水詩J(上、下)は人民文学出版社より1972年4月に出
版された。七十回本を底本にした1952年10月の人民文学出版社版(いわゆる「新中国七十一岡
本J)の「出版説明」や「前言」を書きかえただけのものである。「中国では、数百年来、水告書
伝といえば七十一回本であり、したがって七十四本が最も人々に受け入れられやすい。だから
七十回本を底本に選んだのは、伝統的通年を重んずる文化的配慮である」酬と言われる。
古典の出版は、文革以前に出版されたものの再版であったりあるいは文革以前の作業の継承
ということであった。結局のところ文草以前の成果を評価したことになるが、後には古典もイ
デオロギ}闘争に利用されることになる刷。
それ以外に、出版座談会以後の大きな変化は翻訳出版が増えたことである。外国文学を中心
に見てみよう。外国文学の翻訳は公開発行と内部発行のふたつの形式がある刷。公開発行の
うち国別で多いのはソ連をはじめとする社会主義国家の文学のほか日本文学である。だが公開
発行されたものより内部発行の形式で出版されたものの方が圧倒的に多い。文学作品の内部発
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行の翻訳出版は文草以前から存在している。カフカ『審判』やジャツク・ケルアツク『路上j閣
のようにイデオロギ」上あるいは文学観の面から中国の公的基準に合致しないもの等が内部発
行として出版されていた。文草期の内部出版もこの考えのもとに「批判のために」出版された。
その他に内部涜行としたのは著作権の問題もあったと恩われる。
張春橋らの拠点とされた上海人民出版社でも出版活動は盛んに行われた。既に述べたように
1970年10月に上海人民出版社が正式に成立したが、これはいくつかの出版社を統合したもので、
それぞれが上海人民出版社のひとつの編集室となった。たとえば、人民文学出版社上海分社も
ひとつの編集室として加わっている。上海人民出版社から翻訳中心の内部発行の定期刊行物と
して『摘訳』が出版された凶。『摘訳』には外国文芸、外国哲学歴史経済、外国自然科学哲学
の3種類があった。
『摘訳J(外国文芸)は1973年1月創刊、 1976年12月終刊で総計31号が発行された。そのうち
外国文学全般にわたる総合的内容古"22号、特別号が9号でそのうちソ連文学特集は7号分で
あった。それ以外に増刊2号も発行している。ソ連修正主義の文芸動向及ぴ作家作品の紹介を
重視した。訳出されたソ連作品は、十執すソ闘争の必要から反中国的内容のもの、口ソ連覇権主
義をよく表わしているとして軍事的題材、白ソ連の腐敗した現状を表現しているとして社会生
活題材、等が多くを占めた。ソ連文学の中で「英雄」とされる人物を中国の「走資派J(資本
主義の道を歩む者)と結びつけて批判材料とされることもあった。
『摘訳J(外国哲学歴史経済)は1974年1月創刊、 1976年12月終刊で総計24号発行された。
『摘訳J(外国自然科学哲学)は1974年未創刊、終刊は不詳ということである。
文草時期に多くの幹部や知識分子の家庭ではさまざまなJレートでこれらの『摘訳』を入手し
たという。 『摘訳』は鎖国に近い状況下での貴重な外国情報入手のルートのひとつであった。『摘
訳』のほか内部発行の翻訳書が青年に与えた影響は極めて大きい闘。
これらの内部発行の図書や雑誌はあくまでも「反面教材JI批判用」として出版されたもの
である。それゆえ翻訳者には作品の選択決定権はなかった。翻訳は政治的任務であり、陪とん
どの翻訳は小グループに分けられたチームで進められ、完成した作品は集団の名義か筆名で出
版されるのが普通であった刷。
翻訳に従事したのはそのほとんどが文革以前から活躍しそれゆえ文革中に批判されていた翻
訳者、学者や教員であった。かれらはその多くが五七幹部学校で「再教育jを受けていたが、
あるいは呼び戻されて出版社で、あるいはそのまま五七幹部学校で翻訳に従事した。動員され
翻訳に従事した人の反応はさまざまである。
シヨ」ロホフ『聞かれた処女地』の翻訳などで有名な草嬰 (1923-)のように、翻訳ロボッ
トのように扱われ翻訳に自分の思想が反映されない作業に従事したことを不愉快な思い出とす
るものもいる (47)。
一方で、自然科学の翻訳に参加した翻訳者は、最新の情報が得られる良い機会であると喜ん
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だ者も多かったようである。
周照良 (1卯5-1984)はイギリス文学の翻訳者であるが、文革中は哲学や社会科学の翻訳を
させられていた。周照良は後にこの体験を回想して、自然科学発展史を系統的に学ぶ良い機会
だと考え喜んで翻訳チームに加わったと述べている制。
これらの内部発行の翻訳作品が青年に与えた影響は大きかった。文草後、小説や文学評論を
発表するようになる劉緒源 (1951-)は文革中の内部発行図書の思い出を語っている。劉緒源
は初級中学を卒業して工場に勤務していた。その頃『ソ連修正主義短編小説選』を読みその中
の人物の複雑な心理描写に衝撃を受けたのである。この体験があったので八十年代以後に西洋
の心理学や現代哲学をすんなり受け容れることができたという倒。これらの内部発行の翻訳
書は基本的に淡色の表紙でカパ」デザイン等は施されておらず、「白皮書」とか「灰皮書」と
か「黄皮書」と呼ばれていた。「精神的飢餓の年代において、これらはのどの渇きを潤おして
くれる貴重なものであった」酬のである。
出版を行なうには編集だけでなく用紙手配、印刷、配送などさまざまな分野でそれぞれ実務
に通じた人材が必要である。イデオロギ」重視を主張する図書を出版する場合でも単にイデオ
ロギー重視を理由に経験者を排除すれば出版は困難となろう。文革以前から実務に精通した経
験者を活用せざるをえない。出版活動を盛んにすればするほど人材が必要である。特に古典や
外国語の翻訳の分野では人材育成に時間がかかるから、文草前からの経験者を多く使わざるを
えなかった。そして批判用として内部発行された翻訳作品に、中国のこれまでの出版物にない
ものを発見して新鮮な驚きと感動を覚え影響を受けた青年も多かった。予期せぬ副産物であっ
た。
5_出版座談会の評価
文革後、多くの分野で文革中の政策が否定され、新しく着任した幹部が組織の点検を行なっ
ていった。今後の方針は文草中の方針の検討、批判、あるいは評価とともに進められる。出版
界についても同様であった。
1997年5月、王匡 (1917-2∞3)が国家出版局に配属きれ、その後、正式に国家出版局党組
書記、局長となった。王匡は出版工作調査研究小組を設置する。小組は陳原を中心として、泊
用と宋木文がそれに協力し、作業は国家出版局研究室の謝宏、包遵信、李嫡銀が担当し、その
他に李侃、張恵卿、倶子明、謝永旺らのベテランが加わった。そしてこれらのメンパーによっ
て3ヵ月かけて1977年12月開催の全国出版工作座談会の準備作業が進められた。これらのメン
パーの所属等は次の通りである。陳原(1918-2004)中華書局・商務印書館、活用 (1923-) 
三聯書底、宋木文(1929ー )国家出版局、謝宏 (1939ー )紅旗編集部(?)、包遵信 (1937ー)
不詳、李煩銀(1950ー )困家出版局、李侃 (1922ー )元中華書局、張恵卿(1924ー )人民出版
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社、倶子明 (1919-)国家出版局研究室主任、謝永旺 (1933-)人民文学出版社。生年からも
すぐ判るように李嫡銀以外は文革以前から出版界で活躍していたベテランである。ちなみに一
番若い李嫡銀は、 1969年中国人民解放軍に入札 1972年5月復且大学中文系に入学し、 1975年
7月卒業後、国家出版局に配属されていた。その後1979年に『文芸報』に移っている。
1977年12月の全国出版工作座談会はこれらのメンパーを中心に十分に準備されたものであ
る。中共中央[1971]43号文書に書かれた「ふたつの評価」を批判することが大きな目的であっ
た。しかし会議では反対意見が出される。その理由は主として、(一滝沢束、周恩来が承認した
こと、口党の方針であったから忠実に実行するしかなかった、ということであった。結局会議
は「ふたつの評価」批判を決議することはできなかった刷。また決議できなかった理由として、
1971年の出版座談会以後、出版社も活動を再開し、出版活動も盛んになり多くの人材が復帰す
ることができたといった成果があったことも考えられるかもしれない。
その後、国家出版局は「出版工作を強化し、改善することに関する報告書」を国務院に上げ
た。国務院は1978年7月18日にこの報告を批准し、実質的に「ふたつの評価」を否定した倒。
しかし「出版報告」を通達した中共中央口971J43号文書の取消しはなきれなかった。 1979年
3月19日中共中央による「教育紀要」取消しによって「ふたつの評価」が正式に否定されたこ
とをもって他の分野でもそれに準ずるとしたのかもしれない。
6.結恒
文草後、 1971年の出版座談会の評価が定まらなかったのは、その報告である「出版報告」
にイデオロギーに関わる部分と実務的内容とが含まれていたことによる。文草後そのイデオロ
ギーは否定されたがもう一方の実務の面はこの「出版報告」に依拠して成果をあげていたから
である。
そもそも出版座談会は開催の時から矛盾、対立をはらんでいたのである。出版座談会は当初
の予定が大幅に延長され、結局1971年3月15日から7月22日まで開催された。開催期聞が何度
も延長され長期にわたったのは、方針をめぐって実務を重視するグループとイデオロギーを重
視するグル」プの対立があったからである。そしてこの対立の構図は、 1971年頃は出版部門の
みならず教育や体育や医療など多くの分野で見られたものであった。ただ、出版は編集のほか、
印刷やそのための用紙の手配など実務のウエイトが大きいため、出版を盛んに行なっていくと
必然的に実務重視にならぎるをえなかった。これは教育部門がイデオロギーを前面に出してい
たことと対照的である。
中国共産党の公式見解である「中国共産党の歴史についての決議J(1歴史決議J)では文草
の過程を、(→1966年5月-1969'年4月、口1969年4月-1973年8月、白1973年8月-1976年10
月の3段階に分けている。これは党大会をひとつの区切りとするものであるが、社会の変化と
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いう面から、出版に限定すれば1971年を分岐点とする方が実情をよく反映しており合理的であ
る。
「歴史決議」は1971年の林彪事件を「文草の理念と実践の破綻を宣告するもの」闘であった
と総括している。 1971年頃は食糧問題や対外戦略など国家の方針、政策の大幅な調整を必要と
していた。文草の継続か調整か指導層で方針をめぐる鋭い対立があった。その対立のひとつの
結末が林彪事件だといえる。林彪事件以後、社会の政治的緊張が緩和し文化領域を含めた多く
の局面で好転があった。中共九期二中全会で強調された「戦争に備える」というスローガンが
あまり叫ばれなくなるロ林彪グループが排除されたことによって人々は解放感を抱き、社会の
気風が緩和したことが大きな要因であろう。
林彪事件の前も後も出版をめぐる対立は存在した。出版座談会は鋭い対立のあった時期に開
催された。しかし1971年に出版座談会が聞かれた意義は大きい。この出版座談会によって出版
業務復活の方向性が示された。その閉会後に発生した林彪事件も、出版座談会で示された実務
を遂行するのに有利に働いた。「出版報告」に「ふたつの評価」が書き込まれたことによって、
文革前からの経験を持つ実務に通じた人員を活用することに制約はあっただろうが、実務の必
要によって五七幹部学校から呼び戻され登用された。登用にあたってイデオロギー的制約を受
けることはあったにせよ、出版座談会によって出版業務復活の方向性が示されたから、その後
さまざまな出版活動が進められ、人材の復帰と出版の多様化が可能となったのである。出版の
具体的内容については、当時の制約下においても、たとえば、外国事情、外国文学等の翻訳紹
介が内部発行という形態によって実質的に多様化された。これは批判のためという目的で行な
われたが、読者とりわけ青年たちに大きな衝撃、感動を与えた。これも出版座談会がもたらし
た大きな成果のひとつであると言えるであろう。
〔注釈〕
(1)方厚枢{中国当代出版史上一次特殊的会法}、〈出版史料)2∞7年第1期 [3月]。
(2) (中園共戸党編年史}舗委会翁{中国共戸党編年史}山西人民出版社、 2∞2年10月、 P.2813。
(3)宋子文は、 1972年に五七幹部学校から呼ぴもどきれ、それ以来出版行政に関わってきた。固家
出版局研究室副主任、弁公室主任、局長、中国出版工作者協会主席を歴任。
(4)宋子文仁文革'中出版工作的依隻与反主主}、{奈厨出版三十年}商弁印有倍、2∞7年4月、上巻P.4。
(5)出版座談会と『人民文学』の復刊の問題については、拙稿 r人民文学』の復刊について」、山
田敬三先生古稀記念論集刊行会編『南腔北蘭集』東方書応、 2∞7年7月、を参照。
(6)基本的に天津人民出版社 (1986年)版を使用したが、その他に日本語版である 『文化大革命十
年史J(岩波書脂、 1996年12月)も参照した。
(7) r文化大革命」簡史』は、金春明著 r文化大草命」史稿J(四川人民出版社、 1995年9月)を
基礎にこれを7割程度に縮小したものである。
(8) 2α刃年3月に第2版が出版されており、この第2版を使用した。
(9)第4期全人代の開催は順調に進まず、結局5年後に1975年1月13日から17固まで開催された。
(10)毛棒京〈我的一点意見}、〈建国以来毛葎京文稿)(第13冊)中央文献出版社、 19銘年l月、 P.1l4。
これは陳伯逮が九期二中全会期間に編集整理した{恩格斯、列宇、毛主席美子称天オ的凡段活最}
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と〈林副主席指示}に毛沢東古切目えた評語である。 1釘か年11月16日、中共中央が陳イ白達批判の
指示を伝達する時にこの評語も同時に公布した。
(11)毛棒京{在中共九届三中全会閉幕上的耕活}、{建国以来毛棒京文稿)(第13母)P.126。これは
1971年12月、林彪批判文書が編集整理された時そのなかに収められた。
(12)毛棒京{会見斯帯的淡活紀要}、{建国以来毛浮京文稿)(第13珊)の注釈。同書P.182o
(13)注 (8)P.4図。
(14)注 (8)P.483o 
(15)玉健英繍{中園共戸党組叙史資料!C舗:領辱机拘活革和成員名乗}中共中央党校出版社、 1995
年9月、に拠る。
(16)文草期の出版については、拙稿「文草期の出版について」、『文学部論集』第93号、悌教大学、
2009年3月、を参照。
(17) (1966.1970年全国出版基本情況資料}、{中園出版史料(現代部分))第3巻上珊、山京教育出版社、
2001年4月、 P.252。
(18)注(1)に同じ。
(19)珠恵卿{心血凝成的結晶〉、{新聞出版披)1998年3月4目。
(20)果皮形{周恩来在“文化大革命"中}中央党史出版社、 1998年2月、 P.123o
(21)以下の記述は主として注(1)に拠る。
(22)周恩来{耕厨史，多出ニ開〉、{周恩来逃集)(下巻)人民出版社、 l関4年11月、 P.470o
(23)中共中央文献研究室繍{周恩来年潜(1949-1976))(下巻)中央文献出版社、 1997年5月、 P.459。
但し、この講話がいつ伝達されたのかは不明。
(24) I出版工作座談会に関する報告」は未見。公開されていないと恩われる。注 (2)P.2812の部分
的引用に拠る。
(25)仁商ノト佑tド是:冨梓出鎗的〉、{共和国厨程)(中巻)光明日披出版社、 1997年1月、 P.1248。
(26) {全国教育工作会波紀要}、仁文化大革命'研究資料)(中櫛)、中国人民解放軍・国防大学党史
党建政工教研室、 w飽年10月、 E弘0-P.547。
(27) (対中央特友〈全国教育工作会浪記要〉的批活}、{建園以来毛葎京文稿)(第13母)の注釈。同書P.239。
(28)文革後この「教育紀要」は批判された。{人民日披}記者仁爾+佑叶"是忽枠組制出来的?)、{人
民日披)1977年11月18日、参照。 1979年3月19日、中共中央は教育部の報告を批准し、この「教
育紀要」を取消し「ふたつの評価」を正式に否定した。
(29) :>1J椙春{中国当代新涛繍年史。 1966'1976)河南大学出版社、 2∞5年12月、 P.126o
(30)中華害局と分立するのは1979年である。 1979年8月11日に商務印書館は独立建制を確立した。
商弁印帯佑110年大事氾舗写組編〈商努印ニ開館110年大事氾}商弁印帯館、 2∞7年5月、参照。
(31)命続発{金紬然和中隼有局}、中隼有局編輯部{囲tl中隼ニ目局)(下舗)中隼ニ同局、1987年2月、P.38。
(32)欧宏〈中隼ニ開局・吋代商机的取手}、{中国出版年盛包∞12))中国出版年益社、2∞2年10月、 P.361o
(33)注(17)に同じ。
(34) 詳細は不詳。この時期の記述は栃E泉{新中国外文出版2走行事~五十年}、{中国出版年盤
(2∞日))中国出版年盤杜、反政洋10月、 P.26、及ぴ、{歌地図紀最 (1949-1992))江亦人民出
版社、 1998年1月、 P.262に拠る。
(35)草命現代舞刷紅色娘子宰中国舞刷固集体政綿1970年5月演出本{紅色娘子宰)(造反文浩1970年
特輯38)上海市出版革命組、 1970年8月第l版第l次印刷)ほかの出版が確認されている。
(36)方厚枢仁文革'后期出版工作記事〉、{中国当代出版史料文li>)中国帯籍出版社、2007年5月、P.195o
しかし、具体的な業務のなかで上海市委員会書記の徐景賢の果たした役割は大きかったと思わ
れる。徐景賢{十年一夢}時代園際出版有限公司、 2日03年10月、参照。
(37)方厚枢〈“文草'十年毛棒京著作、毛棒京像出版記突}、{中国出版史料(現代部分))第3巻上珊、
P.235。
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(38)郊士徳{中園圏有友行史(増訂本))中国吋代経務出版社、2O()()J平9月第l版、 2∞9年2月第2
版 (増i丁本)、 P.679。
(39)越守炉{凡凡雨雨三十年 〈二十四史)点校始末""略〉、中隼有籍舗輯部{四位中王存者局)(下
繍)P.1l9。
(40)高島俊男 『水誹伝の世界』大修館書底、 1987年10月、 P.322o
(41) 1釘3年後半からの儒法闘争史観によるキャンペーンキ1975年8月からの水誹伝批判などで、古
典も政治利用される。
(42)下記を参照。中国版本圏有償鏑{1966.1967全国忌布目}中隼有局、 1987年12月。中園版本囲
ニ担信繍 (1971全国J忌ニ関目}中隼帯局、 1988年6月。中国版本圏ニ自信鏑 (1949.1988全国内部袋
行圏有主主目〉中隼有局、 1988年6月。(以上いずれも不二出版影印)
(43)李文俊、曹庸坪〈官剣及其他}作家出版社上海繍輯所、 1966年1月。
石菜、文慧如涛{在路上)(廿岸本)作家出版社、 1962年12月。
(44)部振琢 (20世紀上海翻浮出版与文化変迂)j西教育出版社、 2卿年12月、 P.332。
以下『摘訳J(未見)については同書に拠る。 『摘訳』以外に文草中に上海で発行された雑誌『学
習与批判』や『朝霞jにも外国文学作品紹介が掲載されたし、 『外国文学資料J(南京)や『外
国文学動態jなども内部発行として外国文学作品を翻訳発表したという。
(45)注 (44)P.339。
(46)具体的書名等については注 (42)のほか下記を参照。
①康東元『日本近現代文学の中国語訳総覧j勉誠出版社、 2006年1月。
②査明建、謝天振{中国20世紀外国文学翻博史)(上巻)第十三章、湖北教育出版社、2007年2月。
③李晶{当代中国翻浮考察〉南汗大学出版社、 2∞B年9月。
(47)除丹燕{上海的夙花雪月〉作家出版社、 1998年4月、 P.217o
(48) (周照良自侍}、〈当代文学翻坪百家淡}北京大学出版社、 1989年5月、 P.6日0。
(49)注 (47)P.219o 
(田)仁友皮帯"、“黄皮ザ}、{文学披)2脚年7月30日。
(51)宋木文{緬停王匡同志在閏家出版局的歩月}、〈中園出版年盛 (2∞4))中園出版年盤社、 2∞4年
9月、 E弘3。
(臼)宋木文{批剣“商小佑廿ぺ出版界抜乱反正的弄端〉、{来厨出版三十年}上巻P.13。
(臼)(中国共戸党中央委員会美子建国以来党的若干厨史問題的決説(一九八一年六月二十七日中国共
戸党第十一届中央委員会第六次全体会波一致通道))、中共中央文献研究室舗{三中全会波来重
要文献逃繍)(下)人民出版社、 1982年8月、 P.761。
[付記]
本稿は、平成21年度悌教大学特別研究費の助成による研究成果の一部である。
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